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憲
法
違
反
の
「
国
葬
」
を
中
止
せ
よ

　
　
　
　

志
位
委
員
長
が
声
明
発
表

　

８
月
１
日
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
た
第
10
回
核
不
拡

散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検

討
会
議
は
26
日
、
最
終
文

書
を
採
択
で
き
な
い
ま
ま

終
了
し
ま
し
た
。
唯
一
反

対
を
表
明
し
た
ロ
シ
ア
は

も
と
よ
り
、「
核
抑
止
力
」

に
固
執
し
て
「
核
兵
器
の

な
い
世
界
」
へ
の
前
進
を

押
し
と
ど
め
よ
う
と
し
た

核
保
有
五
大
国
の
姿
勢
は

厳
し
く
問
わ
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

核
廃
絶
に
背
を
向
け
る
核
保
有
国

第
６
条
履
行
迫
る
世
界
多
数
の
声

　

日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
委
員
長
は
１
日
、
国
会

内
で
記
者
会
見
し
、
憲
法

違
反
の
「
国
葬
」
の
中
止

を
求
め
る
声
明
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

志
位
氏
は
、
安
倍
元
首

相
の
「
国
葬
」
に
つ
い
て
、

た
だ
ち
に
党
談
話
を
発
表

し
、
中
止
を
求
め
て
き
た

が
、
そ
の
後
の
岸
田
政
権

の
対
応
で
「『
国
葬
』
の
強

行
が
憲
法
違
反
で
あ
る
こ

と
が
、
い
よ
い
よ
明
瞭
に

な
っ
て
い
る
」
と
し
て
、

「
日
本
共
産
党
は
、憲
法
違

反
の
『
国
葬
』
の
計
画
を

た
だ
ち
に
中
止
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

（
声
明
全
文
は
共
産
党
Ｈ

Ｐ
で
ご
覧
下
さ
い
）

　

大
石
芳
野
、
小
沼
通
二
、

池
内
了
、
池
辺
晋
一
郎
氏

な
ど
学
者
や
文
化
人
ら
で

つ
く
る
「
世
界
平
和
ア

ピ
ー
ル
７
人
委
員
会
」
は

　

か
つ
て
な
い
ほ
ど
核
兵

器
使
用
の
脅
威
が
高
ま
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
６
条
の
核
軍
備

縮
小
撤
廃
義
務
を
履
行
し

よ
う
と
し
な
い
核
保
有
国

の
姿
勢
は
、
国
際
社
会
か

ら
の
厳
し
い
批
判
を
よ
び

お
こ
さ
ざ
る
を
え
な
い
で

し
ょ
う
。

　

今
回
の
再
検
討
会
議
で

は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を

力
に
、
非
核
兵
器
国
か
ら

説
得
力
の
あ
る
攻
勢
的
な

議
論
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、

核
保
有
国
は
防
戦
に
追
い

込
ま
れ
ま
し
た
。

　

採
択
さ
れ
な
か
っ
た
と

は
い
え
、
ロ
シ
ア
を
の
ぞ

く
す
べ
て
の
締
約
国
が
異

議
を
と
な
え
な
か
っ
た
最

終
文
書
案
に
は
、「
核
兵
器

の
使
用
が
も
た
ら
す
壊
滅

的
な
人
道
的
結
末
へ
の
深

い
懸
念
」、条
約
第
６
条
の

も
と
で
約
束
し
て
い
る

「
核
兵
器
の
全
廃
を
達
成

す
る
と
い
う
核
兵
器
国
の

明
白
な
約
束
の
再
確
認
」、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効

と
そ
の
第
１
回
締
約
国
会

議
の
開
催
を
「
認
識
」
す

る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
禁
止
条
約
の

賛
同
国
や
被
爆
者
を
は
じ

め
市
民
社
会
の
声
が
核
保

有
国
を
追
い
詰
め
た
結
果

で
す
。

旧統一教会関与の
　政治家、退場を
世界平和アピール 7 人委員会が声明

８
月
３
日
に
声
明
を
発
表
。

　

声
明
は
、「
少
な
か
ら
ぬ

国
民
を
脅
し
、
騙
し
、
強

制
し
、
多
額
の
財
産
を
奪

い
、
家
族
を
崩
壊
さ
せ
て

き
た
宗
教
団
体
の
存
在
は

間
違
い
な
く
社
会
の
治
安

を
ゆ
る
が
す
問
題
で
あ
り
、

こ
れ
を
信
教
の
自
由
で
語

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

指
摘
。
旧
統
一
教
会
と
関

係
す
る
政
治
家
に
つ
い
て
、

「
選
挙
で
勝
つ
た
め
に
は

国
民
の
苦
難
を
顧
み
な
い

政
治
、
国
民
へ
の
加
害
を

い
と
わ
ぬ
宗
教
団
体
に
寄

生
す
る
政
治
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
」
と
批
判
、

人
間
の
あ
る
べ
き
道
義
と

し
て
即
退
場
を
求
め
て
い

ま
す
。

物価高　お年寄り世帯ほど影響大

大
軍
拡
で
な
く 
９
条
を
持
つ
国
の
平
和
外
交
を
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繰り返される医療逼迫
背景に絶対的な医師不足

　

旧
統
一
協
会
（
世
界
平

和
統
一
家
庭
連
合
）
は
二

つ
の
顔
を
も
っ
て
い
ま
す
。

①
霊
感
商
法
、
集
団
結
婚

な
ど
で
知
ら
れ
る
反
社
会

的
カ
ル
ト
集
団
、
②
国
際

勝
共
連
合
を
つ
く
り
“
反

共
と
反
動
”
の
先
兵
を

旧
統
一
協
会  

危
険
な
二
つ
の
顔
（
上
）

　
反
社
会
的
カ
ル
ト
集
団

　

探
査
機「
は
や
ぶ
さ
２
」

が
持
ち
帰
っ
た
小
惑
星

「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」の
砂
の
分

析
結
果
を
、
海
洋
研
究
開

発
機
構
な
ど
が
発
表
し
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
８
月
の
コ
ロ
ナ
死
者
数

は
７
０
０
０
人
を
超
え

た
」「
１
カ
月
当
た
り
の
人

数
が
過
去
最
多
と
な
っ
て

最
悪
の
状
況
だ
」「
２
日
、

東
京
都
で
は
前
週
の
同
じ

も
の
だ
」「
国
民
生
活
犠
牲

の
税
金
つ
ぎ
込
み
だ
。
軍

事
対
軍
事
で
は
世
界
を
滅

ぼ
す
こ
と
に
な
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

物
価
値
上
げ
が
続
く
。

「
生
活
必
需
品
な
ど
の
値

上
げ
が
止
ま
ら
な
い
。
節

約
も
限
界
だ
」「
政
府
は
物

価
対
策
に
本
気
で
と
り
く

ん
で
ほ
し
い
」「
軍
事
費
の

突
出
を
や
め
、
ま
ず
は
消

費
税
減
税
だ
」「
企
業
の
内

部
留
保
は
初
め
て
５
０
０

兆
円
を
超
え
た
。
賃
上
げ

に
ま
わ
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
閉

幕(

26
日
）。「
最
終
文
書

は
ロ
シ
ア
の
反
対
で
採
択

で
き
な
か
っ
た
」「
世
界
の

世
論
は
核
兵
器
保
有
国
を

追
い
詰
め
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
大
谷
が
ヤ
ン
キ
ー
ス

に
逆
転
ホ
ー
ム
ラ
ン
で

勝
っ
た
」「
２
年
連
続
30
号

本
塁
打
は
す
ご
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。「
ヤ
ク
ル
ト

の
村
上
宗
隆
選
手
が
史
上

最
年
少
22
歳
で
50
号
到

達
」「
過
去
の
最
多
記
録
は

ヤ
ク
ル
ト
の
バ
レ
ン
テ
ィ

ン
の
60
本
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
台
風
と
前
線
の
影
響

で
天
候
が
く
る
く
る
変
わ

る
」「
に
わ
か
雨
が
土
砂
降

り
に
な
っ
た
」「
洗
濯
物
の

外
干
し
が
で
き
な
い
」「
暑

さ
が
続
い
た
時
期
に
は
あ

ま
り
咲
か
な
か
っ
た
朝
顔
、

い
ま
た
く
さ
ん
咲
い
て
毎

朝
が
嬉
し
い
」

　

コ
ロ
ナ
禍
で
繰
り
返
し

て
い
る
医
療
逼
迫
の
背
景

と
し
医
師
の
増
員
に
背
を

向
け
て
い
ま
す
。

　

地
方
12
県
で
つ
く
る

「
地
域
医
療
を
担
う
医
師

の
確
保
を
目
指
す
知
事
の

会
」
は
７
月
、「『
地
域
医

療
崩
壊
』の
危
機
的
状
況
」

だ
と
し
て
政
府
に
対
策
を

迫
る
提
言
を
決
議
。
地
域

偏
在
解
消
や
新
興
感
染
症

へ
の
対
応
の
た
め
に
は

「
医
師
の
絶
対
数
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
」
と
強
調

し
て
い
ま
す
。

担
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

旧
統
一
協
会
は
「
世
界

基
督
教
統
一
神
霊
協
会
」

と
し
て
韓
国
で
１
９
５
４

年
設
立
。「
世
界
的
な『
政

教
一
致
国
家
』
を
樹
立
す

る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、

政
教
一
致
国
家
の
中
心
は
、

開
祖
・
文
鮮
明
（
メ
シ
ア
）

と
韓
国
と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。

　

同
協
会
の
資
金
集
め
を

担
っ
た
の
が
日
本
の
旧
統

一
協
会
で
、
マ
イ
ン
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
日
本
の
信

者
を
違
法
な
霊
感
商
法
や

高
額
献
金
に
駆
り
立
て
て

き
ま
し
た
。
同
協
会
の
元

広
報
部
長
は
文
鮮
明
側
に

毎
月
20
億
円
を
送
金
し
た

と
告
発
し
て
い
ま
す
（
文

春
84
年
７
月
号
）。ま
た
教

祖
が
選
ん
だ
相
手
と
結
婚

す
る
人
権
無
視
の
集
団
結

婚
が
相
変
わ
ら
ず
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

安
倍
元
首
相
銃
撃
で
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
信
者

二
世
の
被
害
も
深
刻
で
す
。

曜
日
か
ら
12
日
連
続
で
１

週
間
前
を
下
回
っ
た
」「
発

熱
外
来
が
混
ん
で
い
て
、

す
ぐ
に
診
て
も
ら
え
な

か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

統
一
協
会
と
国
葬
問
題
。

「
岸
田
首
相
が
記
者
会
見

で
、
統
一
協
会
と
の
関
係

を
謝
罪
し
た
」「
国
葬
を
国

会
で
説
明
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
て
閉
会
中
審
査
に

出
席
す
る
と
表
明
」「
国
民

の
批
判
が
高
ま
り
、
追
い

詰
め
ら
れ
た
結
果
だ
」「
批

判
が
急
増
し
て
い
る
、
国

葬
は
中
止
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

来
年
度
予
算
の
概
算
要

求
（
31
日
）。「
防
衛
省
は

過
去
最
大
５
・
６
兆
円
。事

項
要
求
を
含
め
れ
ば
６
兆

円
を
突
破
す
る
」「
金
額
だ

け
で
な
く
中
身
も
問
題
だ
。

長
射
程
の
ミ
サ
イ
ル
な
ど

敵
基
地
攻
撃
を
想
定
し
た

リュウグウの砂  太陽系外縁で形成か

英科学誌「ネイチャー・アストロノミー」
　　　　　　　8 月 16 日付

　

海
洋
機
構
高
知
コ
ア
研

究
所
の
伊
藤
元
雄
主
任
研

究
員
ら
は
、
リ
ュ
ウ
グ
ウ

の
砂
８
粒
を
大
型
放
射
光

施
設
「
ス
プ
リ
ン
グ
８
」

な
ど
で
分
析
。
そ
の
結
果
、

リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
砂
に
は
、

地
球
の
物
質
に
含
ま
れ
る

窒
素
や
水
素
よ
り
も
重
い

同
位
体
が
多
く
存
在
す
る

こ
と
が
判
明
。
重
い
同
位

体
は
彗
星
な
ど
太
陽
系
外

縁
部
に
起
源
を
持
つ
天
体

に
多
く
、
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の

砂
も
こ
う
し
た
場
所
で
形

成
さ
れ
た
後
、
太
陽
系
の

内
側
に
運
ば
れ
て
き
た
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

に
あ
る
の
が
、
絶
対
的
な

医
師
不
足
で
す
。

　

日
本
の
医
師
数
は
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
単
純
平

均
よ
り
約
13
万
人
も
少
な

く
、
47
都
道
府
県
す
べ
て

が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労

働
省
は
新
た
な
「
医
師
確

保
計
画
」
の
議
論
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
安
倍
政
権

時
に
医
療
提
供
体
制
の

「
効
率
化
」と
し
て
盛
り
込

ま
れ
た
大
学
医
学
部
の
総

定
員
数
の
削
減
を
大
前
提


